
計画 平成２７年　４月　１日　策定

平成　　年　　月　　日　修正

成果報告 令和 ２年　５月３１日　報告

補助金等の名称

予算科目 款 2 項 1 目 11

予算事業名

実施計画の位置づけ

補助金分類

国県補助の状況 千円

交付先

支出根拠規定

補助の目的

補助の効果

補助対象事業の
具体的内容

対象経費及び補助率

補助金額の根拠

備考

1/2を超えて補助、設
立5年を超えて運営費
補助する理由

その他

補助期間

一般会計

　　　　　　　　　　　　　　　補助事業計画書・成果報告書－１

担当課 道路維持課

佐倉市交通安全関係団体事業補助金

現行要綱の補助金額を参照する。
（佐倉市交通安全母の会　補助金額　６０，０００円　支出予算額１４７，０００円
　佐倉市安全協会佐倉市支部長連絡協議会　補助金額　４００，０００円　支出予算額８０４，
３５３円　）

交通安全対策事業

交通安全対策を推進します

国付 ・ 県付 ・ 国直接 ・ 県直接 ・ 国県補助なし

市内の交通安全関係団体

・佐倉市補助金等の交付に関する規則
・佐倉市交通安全関係団体事業補助金交付要綱

交通事故の減少、市民の交通安全意識の高揚につながる活動に対し、支援を行う。

交通事故を減少させる。
市民の安全意識を高揚させる。

佐倉市内の交通安全関係団体が実施する交通安全に関する街頭監視、啓発、教育活動。

補助対象事業の実施に必要な物品の購入費
団体の会員が交通安全のために行った街頭監視、啓発、教育活動の事業費等。
（補助率）補助率２分の１。



補助金等の名称

計画期間終了後の
最終的な目標値

計画期間終了後の
最終的な成果値

　　　　　　　　　　　　　　　補助事業計画書・成果報告書－２

担当課 道路維持課

平成27年度

佐倉市交通安全関係団体事業補助金

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

650
街頭監視　４０回
交通安全移動教室　３３回
街頭啓発　１２回

450
街頭監視　６９回
交通安全移動教室　３３回
街頭啓発　９回

成果達成状況の分析と今後の方策

交通事故発生件数483件（前年比47件減）、傷者数594人（前年比47人減）、死者数4人（前
年比2人減）
交通事故発生件数、傷者数、死者数について減少傾向であるためこの傾向を維持できるよ
う啓発活動を継続する。

650
街頭監視　４０回
交通安全移動教室　３３回
街頭啓発　１２回

450
街頭監視　５０回
交通安全移動教室　３５回
街頭啓発　１１回

街頭監視　４０回
交通安全移動教室　３３回
街頭啓発　１２回

450
街頭監視　５６回
交通安全移動教室　３５回
街頭啓発　１１回

成果達成状況の分析と今後の方策

街頭啓発においては３月を雨天中止とした為、目標値に至らなかった。
県下全域交通死亡事故多発警報が１月１９日から１月３０日までの１２日間行った。

・交通人身事故発生件数４１０件　（Ｈ21～26年平均減少率95％）
・傷者数４７６人　（年平均減少率94％）
・死者数４人　（Ｈ21～26平均値）

・交通人身事故発生件数３５１件
・傷者数４１５人
・死者数３人　　　　　　　　　　　　　（令和元年実績）

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

650
街頭監視　４０回
交通安全移動教室　３３回
街頭啓発　１２回

460
街頭監視　５０回
交通安全移動教室　３５回
街頭啓発　　９回

各年度成果値

650
街頭監視　４０回
交通安全移動教室　３３回
街頭啓発　１２回

460
街頭監視　７０回
交通安全移動教室　３５回
街頭啓発　１１回

成果達成状況の分析と今後の方策

街頭啓発においては５月を雨天中止とした為、目標値に至らなかった。
県下全域交通死亡事故多発警報が９月、１１月、１月の３０日間行った。

平成28年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

計画額
〔千円〕

650

成果達成状況の分析と今後の方策

街頭啓発においては５月を雨天中止とした為、目標値に至らなかった。
県下全域交通死亡事故多発警報が１０月２８日から１１月６日までの１０日間行った。

成果達成状況の分析と今後の方策

街頭啓発においては４，９月を雨天により、３月を新型コロナにより中止とした為、目標値に至らなかった。
佐倉警察署管内交通死亡事故多発警報が９月の１０日間行った。

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕


